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友情と奉仕の灯を 

スマイルボックス委員会 
大橋哲也君 
河合先生、毎年ありがとうございま

す。本日もよろしくお願いいたしま

す。 
内木一博会長 

11 月 1 日の地区大会では、朝早く

から伊勢までご足労願いまして感

謝いたします 
玉田孝一君 
先日、母の葬儀の際には大変お世話

になりましてありがとうございま

した。 

高橋慶太郎君 
★誕生日おめでとうございます★ 
勝野和男君 
森井脩次君 
★結婚記念日おめでとうございます★ 
野々村雅章君 

43 回目を迎えました。 
夫婦共に健康を祈るのみです。 

柴田和夫君 
安田高志君 
 

謡 曲 同 好 会 

去る 10 月 25 日（日）長良川河畔ホ

テルパークに於いて「第 76 回岐阜地

区ロータリークラブ合同素謡会」が開

催されました。当岐阜中ロータリーク

ラブより、野々村雅章・村山好胤・森 
益男・安藤元一会員 4 名が参加しまし

た。演目は村山・野々村会員による

「融」（とおる）安藤・森会員による

「楊貴妃」が披露されました。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

地区大会報告 

故金正司会員 

 
 
 
 
 
 
 
 
「優しい心と日本の未来」を大会テ

ーマに、伊勢の地で 2 日間の日程を無

事終了した。我がクラブからも 10 数

名の出席があり、社会奉仕と職業奉仕

のロータリー活動の重要さをより深

め、80 クラブ 1,400 名の親睦を結集

すべく有意義な大会であった。 
 
 
 

前 例 会 の 記 録 

平成２１年１１月１０日(火) 

[点鐘]１２時３０分～ 

[ソング]君が代・奉仕の理想 

[ゲスト]平野総合病院 
 河合寿一様 
米山奨学生 フィオナ クー様 

[ビジター] 

[出席]会員総数37名 
(出席免除1名) 
本日出席 24名 66.66％ 
[行事]健康診断について 

平野総合病院 河合寿一様 

担当 出席委員会

 

本 日 の 予 定 

第８９６回 

平成２１年１１月１７日(火) 

[点鐘]１２時３０分 

[行事]卓話『日本酒あれこれ』 

千代菊株式会社 坂倉吉則様 

担当 スマイルボックス委員会 

 

次 回 予 定 

第８９７回 

平成２１年１１月２４日(火)

[点鐘]１２時３０分 

[行事]卓話 

担当 会員増強委員会

岐阜中週報
平成 21 年 11 月 17 日(火)

第 818 号

第 896 回例会

THE FUTURE OF ROTARY 
IS IN YOUR HANDS

ロータリーの未来はあなたの手の中に 
R.I.会長 ジョン・ケニー 
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会 長 内 木 一 博 
幹 事 大 橋 哲 也 
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岩本ガバナーの提唱する「優し

い日本の心」の想いは果てしなく、

オープニングセレモニーの笛と

太鼓は参加者の心を洗い、会員の

心を一つにさせる。素晴らしい伊

勢流のプログラムであった各ク

ラブの活躍を讃える表彰の後に

は、ロータリー財団、学友のハー

ブ奏者 速見ちひろさん、ソプラ

ノ歌手の下垣真希さんのこれま

た心が洗われるステージを堪能

することが出来た。 
生のコンサートはＣＤの音域

では出せないそれ以下、それ以上

の音程をかもし出し、その音域が

感動を与えるという話を聞いた

ことがある。心のよりどころとし

て、日本の唱歌をもっと語りつぐ

ことの必要性も感じることがで

きた。 
小泉元首相の講演は政権交代

の現況を解説され、良いところは

たたえ、まずいところはお互いが

正し、新しい時代の改革政治が大

切であるが、しかし、そうは簡単

ではない。自民党が出来なかった

財政改革を是非実行して欲しい

とのこと。それにしても国債の発

行は税金で金利をまかなうシス

テム。発行額をどこまで押えられ

るのか、投資家の富裕層が益々発

展する。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
特別講演を含め、重田Ｒ.l.会長

代理には大変お世話になりまし

た。「21 世紀におけるロータリ

ーの課題」をテーマにアフリカへ

の支援協力隊にも参加されマラ

リアでの死亡率をパワーポイン

トで明確に表現されました。今回

マラウィに蚊帳を寄贈した事と

内容が重なり、会員からの蚊帳の

寄贈の有効さが裏づけになった

のではないかと嬉しい気持ちが

隠しきれなかった。2630 地区の

2,000 枚の蚊帳は今、雨期に入っ

たマラウィの子ども達に愛の手

を差し伸べている最中である。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
翌早朝 7 時より神宮参拝に参加した。左側に新設されている本橋は今月 3 日に渡り初め式が行われる

とのこと。左側にある仮橋を私達は通らせて頂いた。いつもの事ながら神宮の森の神聖な空気に触れる

ことができた。最後に、何よりも嬉しいことは岩本ガバナーの笑顔であった。これまでのご苦労がすべ

て消え去ったような、いつもの目じりの下がるお顔の表情が今日の最高のおみやげではないでしょうか。

地区大会実行委員長の河口浩道様、そして伊勢 R.C.の皆々様、ありがとうございました。 
以上 

 


